
4 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業の
一層の推進について

令和4年8月29日
令和４年度第１回三重県後期高齢者医療広域連合運営協議会



【新規】後期高齢者の保健事業等アドバイザー事業

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業を委託及び委託予定の市町に対して、保健師と担当職員
が事業計画段階から関わり、定期的な進捗管理の機会等で課題を把握し、訪問等により、継続的な伴走支援
を行う。
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・市町の健康課題の分析・整理・
助言・指導

・事業企画のサポート
・各種情報提供
・KDBデータ抽出等
・会議・説明会等でのアドバイズ

・保健事業についての相談等
・KDB等のデータ抽出依頼
・会議、説明会等でのアドバイズ依頼

各市町の取組み・状況の共有
意見交換会の開催等

広域連合 継続的な伴奏支援

企画・調整担当医療専門職対象 1



出典：高齢者の保健事業
基礎資料集（厚生労働省）
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令和2年度ハイリスクアプローチ実施者数 令和3年度ハイリスクアプローチ実施者数
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低栄養防止、口腔機能、服薬指導、重症化予防(糖尿病性腎症)、重症化予防(その他生活習慣病)、
重複・頻回受診等、健康状態不明者等の事業

・緊急事態宣言等で開始時期が遅れ、計画どおりに実施ができなかった。
・重症化予防(糖尿病性腎症)は、昨年度、国保の同事業対象者で後期高齢者医療制度に異動のあった75歳に限定してい
るため、対象者が少なく、また、継続した介入ができていない。

・定期通院をしていたり、医療機関で問題なしと言われているケースもあり、主治医との連携が必要。
・来庁指導を拒む方や、出向けない方もいるため、移動手段の検討や電話、オンラインでの指導も検討。

課題

令和３年度までの取組状況 （ハイリスクアプローチ）
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令和２年度ポピュレーションアプローチ参加者数 令和3年度ポピュレーションアプローチ参加者数

通いの場等において健康教育・健康相談、健康状態の把握、気軽に相談できる環境づくりの事業

・新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、出向くことができなかった地域や、通いの場が開かれなかった地域
もあり、思うように活動ができなかった。
・介護予防DVDやYouTubeでの配信を試みたが、高齢者はデジタルに弱く、効果はあまり見られなかった。
・感染症対策をしながら社会参加の必要性等の情報を提供できるように工夫が必要。
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令和３年度までの取組状況 （ポピュレーションアプローチ）

課題

4



出典：高齢者の保健事業 基礎資料集（厚生労働省）
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